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Ⅰ
　子宮頸がんは20～ 30 の 性における悪性

患 １ であり、妊娠・ 産の高齢化で、悪性

の中で妊娠に合併することが最も多い。1 …また、

妊娠 期の検査でがんスクリー グを行うことも

あり、子宮頸がん合併妊娠は 加 向にある。

　がんと診 された妊 は、妊娠の継続・ 産・育

児と治療や療 の など様 な意思 がも

とめられ、看護師は意思 を行う患者の いや想

いを受け めて えていく 要がある。2

　以 、妊娠 期に子宮頸がんと診 された妊 を

受け持ち関わっていた。患者自 が 間療法も じ

ていることや、子育てを したいという思いが

く、治療をするか っている状況であった。その中

で、治療の 要性を し めていたが、最 的に治

療が 要な状況にもかかわらず された。

　そこで本事例では、妊娠 期に子宮頸がんと診

された妊 に対して、患者本人も治療に対して ん

でいる中で看護師としての けなどの対応や、最

的に治療を した の看護師としての思いの

え方や気持ちの整 の 方などを り り、 題を

明確にする。

Ⅱ 例

対　　象： 　36 　 産

：アト ー性ア ル ー

家族構成：夫（54）　　と２人 らし

　　　　　県外 在 　　

　　　　　実 親他界、 とは 状態

職　　業： を自営業、さとうきび

診 ：子宮頸がん合併妊娠

ス ア： 、 ：CIS2

例

院

　妊娠 期の子宮頸がん検査で 査が 要となり、

妊娠25 で当院を され受診、検査の結果「子

宮頸がん合併妊娠」と確 する。妊娠29 より管

目的にて当院入院となる。

院

　入院後、検査を再度行う。妊娠中は症状悪化する

ことなく経過。本人・夫・主治医・ IC 医師も

え を り しながら、治療の方針・ 切開

の時期を 。34 で 切開を施行する。児は

IC へ入院。

院

　再度検査を行い、やはり治療が 要な状況であり

　五百路夏生　　

沖縄赤十字病院　看護部

要 娠 期に子宮頸がん合併妊娠と診 をうけて2 より管 入院をしていた。… 切開を行い治療

開 の時期や 要性を、主治医を えながら していったが、最 的に本人は 間療法を じ治療を

された。その関わりを り り、 関 の構 の 要性や、患者の意思の尊重などの看護につい

て考 した。

…子宮頸がん合併妊娠、 間療法、意思の尊重、医療者の想い
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治療をすすめるも、 間療法を み、育児を し

たいという思いが く治療を 。産 1 日目に

母子ともに 院となる。

Ⅲ 看護

　 １　 効果的治療 管

看護目 ：本人が し、治療に 加することが

できる

患者目 ：自分の想いを表 し、病気について考

えることができる

　 １

　 １

　意思 を行う患者は や いなど 雑な気持

ちを いており、看護師は日 の関わりを通して気

持ちや想いを し、患者が自分の想いにしたがっ

て行った意思 であるのかどうか知ることが 要

である。今回 さんとの関わりでも、受け持ちや妊

娠・分娩・産 の指導などを通して関わっていく中

で 関 を いていき、治療に対する や動

、児に対する愛 などの本人の正 な気持ちを

き、 が 要か考えることができた。これより

関 を いた中で患者の な気持ちを き すこ

とが、その 度どのような関わりが良いか考えるこ

とにつながると感じた。

　また らは「患者がどのような意思 をして

も、看護師は自分の価 にとらわれることなく、

その患者の意思 を尊重して えていく 要があ

る」と ている。本事例では患者が以 より じ

てきた 間療法と同時に治療を進めていくことを

え続けたが、最 的には患者の想いを尊重し治療に

は至らなかった。 さんとの関わりの中、「治療を

めることは さんの気持ちを することにつな

がるのではないか」「 間療法を じることが本人

の 神的な えともなり、本人の気持ちを する

と 関 も れる 能性があるのではないか」と

いう思いがあり、最 は治療を く める けが

なかった。しかし、 から指導を受け、関わ

りを通し「 さんに かってほしい」という思いと

ともに、医療者としてしっかり える きことは

えることも の１つだと感じた。その中でも治療

を めるには患者の同意が 提であり、患者のどん

な思いも せず尊重していきながら関わることも

要であることを学んだ。また関わっている中で、

治療について っている気持ちや、 している思

い、感傷的になっている様子がうかがえた。入院生

活が長 いたり、検査・治療を行っていく中で患者

さんの気持ちは変化していくものであり、本人の気

持ちの を考えた上での関わり方が 要になって

いくことも学んだ。

　また、 さんはがん患者という立 だけではなく、

母親という新たな を する でもあった。

このため病気のことだけでなく、「母 をあ たい」

「 さいときこそできるだけ で子育てをしたい。」

という思いを持っていた。その 雑な気持ちを

しつつも、治療と 行でできるだけ くで子育てし

ていける をみつけていくことも 要だと感じ

た。

　今回の関わりの中で 題を すことができた。

本人の様子から夫の気持ちを くことが な

かったが、夫の正 な気持ちを き、本人に える

ことで本人の気持ちに変化があったのではないかと

考えられる。そして夫の考えや 安を き、 安

などに努める 要もあったと考える。また、入院

中は産科・ IC スタッフのみの関わりであったが、

がんを発症したという 雑な思いに対しての関わり

方をがん認 看護師に くことで なる関わりもで

きたのではないかと考える。

Ⅵ
関 を いたうえで、本人の正 な気持ちを

き すことが大切

治療を する本人の気持ちを しないも、医
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療者として治療の 要性は えていく

母親という立 とがん患者としての想いを

し、自 を責めないように える

要に応じてスタッフ間での 報共有が大切

Ⅶ
　本研究にご協力 いた さん、研究へご指導・

言をくださった スタッフの方、その他ご協力い

ただいた方 に感謝いたします。

文

１ 井上　 美他：病気がみえる … 人科・

外科

２ 　 子他：がん患者の意思 に関する

研究の動向と 題、 保 学 要　33、19 2 　

2012

３ 渡 美 他：意思 を える看護師の

に関する看護 的考 ナラ からの

象学的方法による分 、医療・生 と ・

会３ 2
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Ⅳ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

本人の想い 医療者としての想い・実施

12 1

（妊娠29 ）

検査の結果 診：クラス 、 診：Ｃ 、 ーカー：25

主治医より Ｃ ：治療の方針や 切開の予 について

1 14

（妊娠33 1日）

治療につ

いて

S）（治療をするかどうか） っています。 え

ない ーのようなもの じたりしますか …実

は、 えない ーを送って、病気とかを治して

くれる人がいるんです。今も実 ーを送っ

てもらっています。20年もその人を じてて…

でも 生（主治医）はとっても良い人で、赤ち

んも も けようとしてくれているので、本当に

っています。

）自 療法を受け入れてもらえるか、 安な様

子で上記 を される。

）自らの病気についてや治療の 要性は し

ているも、長年 じてきた 間療法を む気持ち

もあり、本人の中でも っている様子。病気を治

すためには医学的な治療が 要。しかし自 療法

を じることが、本人の 神的な えともなり、

本人の気持ちを すると 関 も れる 能

性がある。

）自 療法を せず、本人の気持ちを し

ながらも、治療の 要性を再度 えていく 要が

ある。

1 14

（妊娠33 1日）

産につ

いて

S）36 まで持たせたい気持ちは消えないと思う

けど、34 で産むことは めました。

今１ 安なことは、 産で生まれることで赤

ち んが病気にかかりやすくなってしまうことで

す。 には の 児科の 生がいないから、も

し かあったときに、 で も 行機も なく

て赤ち んに かあったら…赤ち んには はな

いし。

悪いのは で、赤ち んは にも悪くないのに、

産で産んでしまうことが本当に し ない。

） を されながら上記 られる。

） 産になることについて自責の念があり、児

に対して し なく思う気持ちが い。 産につ

いても自ら調 、 有の も しており、

児が病気になったときなどの 安も大きい。　

） 産になることは さんの責任ではないため、

自分を責めないよう え、赤ち んとお母さんが

どちらにとっても最良の時期・方法で めていく

ことが大切なことを える。

1 14

（妊娠32 6日）

夫の気持

ちについて

S）夫には、気持ちは言えています。 間療法で

やりたい気持ちも言ってて、夫は治療をしてって

言っているけど、 は言っても かないってわ

かっているから、あまり くは言わない。

）実 親も他界し とも でありキー ー

は夫のみ。

）夫に対して自分の正 な気持ちを えること

ができており関 は良 。夫の本当の気持ちを

く 要があるも、 さんは自分のいないところで

やりとりされるのを がる。

） さんを通して夫の気持ちを いた方がよさ

そう。

1 20（34 ） 切開施施行　児は IC へ

産後 産後の経過は良 で、病気に対する自発的な発言なし。 などを っている。

1 2

（産後 日目）

I：子宮 部に43 の あり　 上 期　　

ル 診： ２期

1 2

（産後 日目）

主治医より IC ：病状はかわらず治療が 要

～カル より～

）IC中は感 失 あり。病室に ってもカー

を閉め切って をしようとしなかった。

）IC後ショックを受けている。入院中も自 療

法の 生から ーを送ってもらっており、その

効果で し病状は していたと感じている

1 29

（産後 日目）

S）すごくショックです。ゆっくり をするのは

また今度にしてください。

） を か ながら されている。

）気持ちも している様子。

）本人から しかけてきたときに こう。今後

の方針についてスタッフとのカ フ 。
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2 1

（産後11日目）

「 をきいてもらえますか 」と本人より け

S） 生からは、す にでも治療をした方が良い

といわれました。大学病院はいつでも するっ

て言っていました。でも、まだどうするかは め

ていません。 院してから、１度 に って、夫

と すつもりでいます。今は でいっ いいっ

いで、ゆっくり せていないし。 間療法の

生にも いてみてから めるつもりです。

）…感 失 はなく、はっきりとした口調ではな

される。また、治療・入院について かれること

が本人の になっている様子との 報あり。

）治療についてはまだ っている発言あるも、

間療法にすると気持ちは まっている 象。

などで しい中、自分の病気や治療についても

考えることで している様子もあり、治療・入

院について かれることが本人の になってい

る。

）…気持ちを整 できるよう を 。また、本

人に くのは主治医や 当のみとし、 報共有は

スタッフ間で行うよう産科スタッフや IC へ

かけ。

2 3

（産後13日目）

主治医より IC ：再度治療方針について

S） ってます。

） を か ながら、 生の を き、 を

っている。

） はみられるも、 を り病気について

受け入れている。

）本人の気持ちを くも、再度治療の 要性を

明。

2 4

（産後14日目）

S）治療が 要なのはわかっている。 を に

しているわけではないし、子供を るたびに長生

きしたいと思っている。でもやっ り 間療法の

生を じたい。そして子供が さいときこそ

で子育てもしたい。

） を か ながら えあり。

） いあるも、治療の意思なし。母親として、

育児を したいという気持ちもますます く

なっている。

） 。主治医と し、治療をしないのであ

れ 院の方向となる。地域連携室を通して、

んでいるところの保 師へ連 。 会資源の 報

提供や ート をする。

2

（産後1 日目）

S）後 はありません。

お になりました　と みられる。

）本人の中では、今のところ治療は行わず、

に ることで している。病気を治すためには

治療が 要であるため、このまま治療をしてほし

いが、本人の気持ちも大切。

）本人の気持ちを尊重。産後１か月検診は で

受けることとなる。がん 診の予 を るよう

けするも され、本人の 時に受診という

形となる。

3 27 状況を 確認

S） もなくて体調も変わりありません。

診は 年とか１年後で考えていて、今のところ

は検診を受けるつもりはありません。

）症状が れた時には手 れであることを再度

明するも、 されず。

）数か月後に 連 とする。

評価

　本人の気持ちに合わせながら、気持ちの整 ができるように を したり、看護師として治療の 要性は

え続けてきた。また、主治医とのカ フ スやスタッフとの事例検討、 IC との 報共有などもしな

がら関わっていった。主治医から 明を受けたあとなど治療を う発言もみられたが、自 療法を じるとい

う気持ちは変わらず治療を され 院となった。また、 院後も受診はされず、 1の目 は 成できなかっ

た。


